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書　評

　日本では今，臓器移植法の改正

をめぐってさまざまな論議がなさ

れている．その大きな焦点は「脳

死は人の死か」という問題である．

しかし，こうした議論には大きな

落とし穴があることを教えてくれ

るのが，本書である．まさにタイ

ムリーな出版といえよう．

　本書は『アメリカ医療の光と影

―医療過誤防止からマネジドケア

まで』の続編である．著者はほか

にも『市場原理が医療を亡ぼす―

アメリカの失敗』『市場原理に揺

れるアメリカの医療』といった，

一連のアメリカの現代社会のひず

みを医療という側面から報告して

いる．それらは，アメリカ医療の

内部にコミットした人ならではの

情報に満ちているが，しかしそれ

を読めば，著者が本当に伝えたい

のはアメリカではなく日本の医療

の将来への危機感であり，日本社

会への警告なのだということがわ

かる．「命の沙汰も金次第」とい

う社会の到来を黙って見ていてい

いのかという警告．

　本書のテーマは，「患者の自己決

定権」である．日本でも有名な延

命治療の是非をめぐるカレン・

クィンラン裁判から，さまざまな

避妊法の開発と女性の権利を求め

る闘いの歴史，そしてアメリカの

転機を迎えた医療保険制度などが

取り上げられている．日本では現

在の臓器移植法改正に際しても，

脳死の問題をもっぱら「医の倫理」

として論議する傾向があるが，そ

こには社会の価値観だけでなく，

政治が深くかかわっているのであ

る．

　なぜ，日本では世界的に安全性

が確立された低用量ピルが認可申

請後 10 年近く承認されていない

のに，勃起不全症治療薬バイアグ

ラが認可申請後わずか 6 か月で承

認されたのか．日本ではなぜ，副

作用ゆえにアメリカでは 20 年以

上も前に販売されなくなった高用

量ピルのみが女性に処方され販売

され続けているのか．こうした批

判記事がニューヨークタイムズに

掲載されてまもなく，バイアグラ

が認可されてわずか半年で，低用

量ピルが一転認可されたのだとい

う．

　こうした決定は，どこでどのよ

うになされるのか，われわれはほ

とんど知ることができない．そも

そも「患者の自己決定権」という

概念が日本社会には根付いていな

いのである．筆者は大学院でコン

サルテーション論を教えているが，

医療の現場で遭遇する難しい事例

の多くに，救急で運ばれ緊急手術

を受け，同意のないまま人工呼吸

器やストーマを装着された患者と

のトラブルがある．治療を受け入

れない患者は日本の医療の場では

歓迎されないのである．本人では

なく，家族に告知してインフォー

ムド・コンセント（IC）と称して

いる病院も少なくない．

　一方，アメリカで患者の権利が

社会的に認められてきた背景には，

数々の医療裁判がある．延命治療

の是非も裁判で公に議論されたし，

避妊をめぐる法廷論争のなかで女

性が自身の身体や健康に関して自

己決定権を持つという「プライバ

シーの権利」が認められるように

なった．著者は，避妊普及活動が

非合法であったことが，その後ア

メリカで「患者の権利」が人権と

して確立することに大きく貢献す

ることになったという．翻って，

日本では避妊が罪と結びつくとい

う考えが無かったために，かえっ

て社会的な問題として議論される

ことなく，従って女性がその権利

を主張する機会もなく来てしまっ

たというのである．

　ところで，著者の本の特徴は，

深刻な社会問題を読み物として面

白く語ってくれる点である．それ

は同じ著者の一連のアメリカ・メ

ジャーリーグについての著作とも

共通する．選手一人ひとりの物語

が，どこでこの情報を得たのだろ

うと不思議になるくらい詳しく，

生き生きと書かれているのだ．

　今年 4 月に出版された本書の書

評を引き受けてから，ずいぶんと

時間が経ってしまった．なぜ遅れ

てしまったかといえば，いつも愛

読させていただいている著者の医

学界新聞の連載の中に，著者が

「直腸カルチノーマ」と宣告され

たことが書かれていたからである．

まさに「アメリカ医療の光と影」

を，身をもって体験されることに

なるとは…．

　私はその事実を知った以上，そ

れがどのように展開しているかを

知らずにこの本のことをあれこれ

書けないような気がしたのだ．だ
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が，どうやら疾患自体はさほど深

刻ではなさそうなのに，治療はさ

まざまな壁が立ちはだかってうま

くいかないらしい．早く先を知り

たいところだが，これ以上経過を

追っていたら，この書評も時期を

逸してしまう．というわけで，今

後はこの続編を期待することにし

よう．
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